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1 はじめに

本研究の大目標は，情報の重要度を決める要因を
明らかにし，その知見に基づき情報の重要度を自動推
定するシステムを構築することである．情報の重要
度を推定する技術は，記事のランキングや，重要な情
報の自動収集など，種々の場面で役立つ重要なもので
ある．本研究では，手始めに新聞の構成情報を利用し
た，情報の重要度の研究を行った．例えば，新聞の 1
面は他の面よりも情報の重要度が高いと考えられるの
で，記事ペアのうち，どちらが 1面であるかを特定す
る研究を行った．さらに，被験者実験を行い，被験者
の重要と考える記事を特定する研究を行った．

2 新聞記事を用いた機械学習に基づく実験

2006年度の毎日新聞，読売新聞，日経新聞の三社の
朝刊の新聞記事データを利用した．以下の三つの実験
を行った．

• 実験 A: 1面記事かそれ以外の面の記事かを特定す
る

• 実験 B: 1面トップ記事かそれ以外の面の記事かを
特定する

• 実験 C: 1面トップ記事か 1面内の他の記事かを特
定する

1面記事は他の面よりも重要度が高いと考えられ
る．また， 1面トップ記事はさらに重要度が高いと考
えられる．このため，重要度に関する研究の手始めと
しては上記実験を行った．

2006年度のすべての日を使ったデータを作成した．
実験 Aは， 1年分の 1面記事として，各社約 2000-3000
記事を利用し，それ以外の面の記事はそれ以外の面か
らランダムに 1面記事と同数のものを取り出して，合
計約 4000-6000記事を利用した．実験 B,Cは， 1年分
の 1面トップ記事として，各社約 350記事を利用し，
それ以外の面の記事または 1面内の他の記事は，その
場所からランダムに 1面トップ記事と同数のものを取
り出して，合計約 700記事を利用した．

表 1: 素性
素性 説明
1 タイトルのみにあった名詞
2 タイトルのみにあった名詞の分類語彙表 [1]の番

号の 1,2,3,4,5,7 桁 (ただし番号は論文 [2]のよう
に変更)

3 タイトルの直後にある 1文のみにあった名詞
4 タイトルの直後にある 1文のみにあった名詞の分

類語彙表の番号の 1,2,3,4,5,7 桁
5 タイトルの直後にある 1文を除いた本文にあった

名詞
6 タイトルの直後にある 1文を除いた本文にあった

名詞の分類語彙表の番号の 1,2,3,4,5,7 桁

7 タイトル，本文のいずれかにあった名詞
8 タイトル，本文のいずれかにあった名詞の分類語

彙表の番号の 1,2,3,4,5,7 桁

機械学習法には，サポートベクターマシン法 (SVM)
[3]と最大エントロピー法 (ME)[4]を利用した．サポー
トベクターマシン法では， d=1,C=1で実験した [5] (d
=2の実験も行ったが概ね d=1の方がよいことを確認
している)．素性としては，表 1に示すものを用いた．
まず，実験 Aで，一つの記事を入力とし，それがど

ういう記事かを特定する実験を行った．実験は 10分割
クロスバリデーションで行った．その結果を表 2に示
す．表の素性の列にある数字は，表 1のうちその行の実
験で用いた素性を意味する．次に，実験 Aで，二つの
記事 (1面記事とそれ以外の面の記事)を入力とし，ど
ちらが 1面記事かを特定する実験を行った．実験は 10
分割クロスバリデーションで行った．その結果を表 3に
示す．
この実験結果から，一つの記事について 1面かそれ

以外かを特定するよりも，二つの記事のペアを与え
て，どちらが 1面かを特定する方が簡単であることが
わかった．
次に，実験 B,Cで，二つの記事 (1面トップ記事と

そうでない記事)を入力とし，どちらが 1面トップ記事
かを特定する実験を行った．実験は 10分割クロスバリ
デーションで行った．その結果を表 4と表 5に示す．
実験 A,B,Cの中では 1面トップ記事かそれ以外の面

の記事かを特定する実験 Bの精度が比較的高いことが
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表 2: 1記事入力の場合の実験 A
素性 毎日新聞 読売新聞 日経新聞

SVM ME SVM ME SVM ME
1,2 71.82% 73.36% 77.97% 79.35% 76.64% 73.73%
3,4 61.98% 51.13% 68.09% 52.90% 64.97% 55.69%
5,6 70.23% 57.51% 75.60% 53.47% 77.61% 49.67%
7,8 70.93% 81.54% 79.89% 84.60% 78.19% 86.03%
1,2,3,4 72.70% 73.73% 79.84% 80.82% 76.84% 77.59%
1,2,3,4,5,6 73.72% 82.64% 77.93% 85.54% 80.04% 85.18%
1,2,3,4,5,6,7,8 66.46% 82.98% 76.19% 85.56% 76.43% 85.63%
1 72.24% 73.68% 79.44% 80.99% 77.43% 75.20%
3 61.47% 51.10% 69.36% 54.06% 66.07% 55.34%
5 74.89% 57.35% 79.68% 54.01% 80.76% 49.88%
7 75.79% 81.64% 81.25% 85.11% 80.54% 86.26%
1,3 73.16% 74.29% 81.78% 82.64% 77.51% 78.84%
1,3,5 82.81% 83.92% 86.39% 87.21% 86.34% 86.63%
1,3,5,7 77.46% 83.86% 84.70% 87.07% 82.48% 86.05%

表 3: 記事ペア入力の場合の実験 A
素性 毎日新聞 読売新聞 日経新聞

SVM ME SVM ME SVM ME
1,2 80.70% 81.34% 85.23% 84.82% 83.73% 84.16%
3,4 65.81% 63.10% 73.07% 74.26% 70.56% 71.01%
5,6 75.10% 84.35% 83.15% 86.09% 85.97% 88.67%
7,8 78.58% 88.85% 87.96% 91.55% 84.39% 91.50%
1,2,3,4 80.48% 81.02% 86.45% 86.41% 84.39% 83.89%
1,2,3,4,5,6 87.29% 89.80% 88.17% 90.00% 89.18% 90.65%
1,2,3,4,5,6,7,8 85.96% 90.11% 89.11% 91.23% 89.41% 90.73%
1 83.43% 83.02% 87.35% 88.00% 85.24% 84.70%
3 64.99% 62.69% 74.91% 75.36% 72.60% 72.56%
5 82.70% 83.62% 87.39% 88.21% 87.02% 88.21%
7 84.44% 88.21% 90.58% 92.21% 89.41% 91.65%
1,3 82.38% 82.38% 88.90% 88.78% 85.36% 84.66%
1,3,5 90.62% 90.59% 92.66% 92.37% 91.73% 90.80%
1,3,5,7 88.97% 90.91% 91.47% 92.49% 90.57% 90.84%

表 4: 記事ペア入力の場合の実験 B
素性 毎日新聞 読売新聞 日経新聞

SVM ME SVM ME SVM ME
1,2 84.42% 84.42% 86.69% 85.84% 87.04% 86.48%
3,4 68.56% 71.39% 73.37% 74.22% 78.87% 77.46%
5,6 94.05% 92.92% 94.05% 96.03% 97.18% 98.59%
7,8 88.95% 92.35% 96.32% 96.03% 98.03% 98.31%
1,2,3,4 81.87% 82.15% 88.39% 87.54% 89.01% 89.86%
1,2,3,4,5,6 95.18% 93.48% 94.05% 96.03% 96.62% 99.15%
1,2,3,4,5,6,7,8 94.62% 93.48% 93.77% 96.88% 97.46% 99.44%
1 85.55% 84.14% 90.37% 87.25% 87.61% 87.89%
3 67.99% 67.99% 75.64% 73.65% 80.00% 80.85%
5 94.90% 94.62% 95.75% 95.47% 99.44% 100.00%
7 92.63% 94.33% 96.88% 97.17% 98.87% 98.59%
1,3 85.27% 84.70% 87.54% 83.57% 87.89% 87.89%
1,3,5 94.90% 94.62% 95.75% 96.03% 98.59% 99.72%
1,3,5,7 94.90% 94.33% 96.60% 96.03% 98.03% 100.00%

表 5: 記事ペア入力の場合の実験 C
素性 毎日新聞 読売新聞 日経新聞

SVM ME SVM ME SVM ME
1,2 75.92% 76.49% 75.64% 76.20% 68.17% 68.73%
3,4 57.79% 56.66% 60.34% 60.62% 71.27% 72.68%
5,6 76.49% 77.34% 88.67% 89.52% 88.73% 89.86%
7,8 75.35% 76.20% 83.00% 88.67% 86.20% 89.01%
1,2,3,4 71.95% 72.24% 75.92% 77.05% 73.24% 74.65%
1,2,3,4,5,6 77.90% 78.47% 88.67% 90.65% 89.58% 90.14%
1,2,3,4,5,6,7,8 75.35% 77.90% 89.80% 90.08% 89.58% 90.42%
1 71.95% 71.67% 77.62% 79.04% 73.52% 74.37%
3 56.37% 56.94% 58.36% 62.04% 73.52% 71.83%
5 78.19% 77.34% 89.24% 89.24% 92.11% 91.83%
7 71.10% 74.79% 87.25% 89.24% 88.17% 90.42%
1,3 71.39% 71.10% 75.92% 76.77% 76.34% 75.21%
1,3,5 78.47% 78.47% 89.80% 89.24% 90.99% 91.27%
1,3,5,7 77.34% 76.77% 88.39% 88.95% 90.42% 90.70%
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表 6: アンケートデータでの実験
素性 全データ 60%以上 70%以上 80%以上

SVM ME SVM ME SVM ME SVM ME
1,2 66.79% 67.14% 76.55% 75.52% 73.45% 72.57% 88.24% 88.24%
3,4 65.00% 66.79% 78.28% 77.93% 78.76% 78.76% 88.24% 88.24%
5,6 67.50% 69.29% 73.10% 74.48% 83.19% 81.42% 94.12% 88.24%
7,8 70.00% 71.96% 81.03% 78.97% 85.84% 80.53% 88.24% 88.24%
1,2,3,4 66.07% 70.00% 79.31% 81.38% 80.53% 77.88% 88.24% 88.24%
1,2,3,4,5,6 69.64% 70.71% 80.69% 79.66% 83.19% 79.65% 88.24% 88.24%
1,2,3,4,5,6,7,8 69.46% 71.25% 83.45% 81.03% 85.84% 80.53% 88.24% 88.24%
1 65.89% 66.25% 74.83% 75.86% 78.76% 73.45% 88.24% 88.24%
3 65.89% 67.14% 71.03% 73.10% 76.11% 73.45% 88.24% 88.24%
5 68.04% 68.93% 81.38% 79.66% 76.99% 76.99% 88.24% 94.12%
7 71.07% 70.71% 78.97% 78.28% 84.07% 78.76% 88.24% 94.12%
1,3 68.04% 69.46% 73.10% 74.48% 74.34% 74.34% 88.24% 88.24%
1,3,5 68.75% 69.82% 80.34% 78.62% 75.22% 73.45% 88.24% 94.12%
1,3,5,7 70.54% 70.89% 79.31% 78.28% 83.19% 76.99% 88.24% 94.12%

わかる．

3 アンケートデータを利用した機械学習に

基づく実験

次にアンケートデータを利用した実験を行った．ア
ンケートは 2007年 11月に実施し， 309人の被験者を
対象に， 56個の 5組の新聞記事を与えてその 5組を自
分にとって重要な順に並べかえてもらった． 56個の
新聞記事の内訳は，異なる 5個の日の新聞 1面トップ
記事 (毎日新聞 15個，読売新聞 15個，日経新聞 8個)
が計 38個， 1面トップ記事を含む同じ日の 1面内の 5
記事 (各社 2個ずつ)が計 6個，同じ日の 1面トップ記
事と 4個のランダムに取り出した 1面以外の記事 (各
社 2個ずつ)が計 6個，同じ日の毎日新聞の 1面トップ
記事，次の記事，読売新聞の 1面トップ記事，次の記
事，日経新聞の 1面トップ記事 (この 5記事の記事内容
が重複しない日を選択)が計 6個である． 5組の並べ替
えのデータから， 10個のどちらが重要とされたかの情
報を含む記事ペアを生成することで， 56個のデータか
ら，計 560個の記事ペアを生成した．この記事ペアを
実験に用いた．アンケートでは字数の制限のため記事
の最初の約 300文字のみを利用した．また，これにあ
わせて本節の実験では，すべての記事について最初の
約 300文字のみを利用した．
ここで，全体データで被験者で多数決をとり，重要

と答えられた数の多い方の記事を重要記事と考え，記
事ペアを入力としてその重要記事を特定する実験を
行った．実験は 10分割クロスバリデーションで行っ
た．その結果を表 6に示す．表 6では，さらに，重要記
事と考えた被験者の割合が 60%， 70%， 80%以上で
あったものだけで行った実験 (それぞれの場合の実験で
用いられた事例数は， 290個， 113個， 17個である)

も記載している．
被験者の意見もわかれる，全データや「60%」など

の実験結果では性能は悪いが，「80%」の実験では高
い精度を実現している．
次に，新聞記事を学習データとして，アンケートデー

タをテストデータとした実験を行った．その結果を表
7に示す．また，新聞記事とアンケートデータを学習
データとして，アンケートデータをテストデータとし
た実験を行った．これはアンケートデータ部分につい
ては 10分割のクロスバリデーションで実験した．その
結果を表 8に示す．グラフ中の混合は実験A,B,Cのす
べてのデータを利用したものを意味し，全新聞社は全
新聞社のデータを利用したものを意味する．これらの
実験は，重要記事と考えた被験者の割合が 80%以上で
あったものだけで行った．
新聞社データだけを学習データとして用いる表 7で

は，毎日が 88%をあげ高精度であり，次は 82%の読
売である．新聞社データから一般的な被験者が重要と
思う記事を特定するには，毎日新聞，読売新聞の順に
役立つことがわかる．実験環境がよいときには，一般
的な被験者が重要と思う記事を特定するのに，新聞社
データが利用でき， 88%の精度で特定できることがわ
かった．また，そのときの新聞社は，毎日新聞で，実
験の種類は実験Bであった．これは， 2節の実験でも
実験A,B,Cの中で実験 Bが比較的性能がよかったが，
それと関係があると思われる．実験 Bは， 1面トップ
記事かそれ以外の面の記事かを特定するものであり，
比較する 2記事がかなりかけはなれたものであり，そ
れが良い影響を与えたと思われる．
新聞データとアンケートデータを利用する方法で

は，最高精度 (94%)はアンケートデータだけを学習デー
タに用いるものと同じであり，新聞データを学習デー
タに追加で用いた効果は見ることはできなかった．
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表 7: 新聞記事を学習データとしてアンケートデータをテストデータとした実験（80%以上被験者一致）
種類 素性 毎日新聞 読売新聞 日経新聞 全新聞社

SVM ME SVM ME SVM ME SVM ME
実験A 1,3,5,7 70.59% 70.59% 64.71% 82.35% 58.82% 58.82% 58.82% 70.59%
実験A 1,2,3,4,5,6,7,8 82.35% 76.47% 52.94% 58.82% 64.71% 70.59% 58.82% 52.94%
実験 B 1,3,5,7 88.24% 82.35% 64.71% 64.71% 64.71% 58.82% 76.47% 70.59%
実験 B 1,2,3,4,5,6,7,8 82.35% 70.59% 64.71% 64.71% 76.47% 64.71% 82.35% 76.47%
実験 C 1,3,5,7 70.59% 70.59% 70.59% 76.47% 41.18% 64.71% 76.47% 76.47%
実験 C 1,2,3,4,5,6,7,8 52.94% 58.82% 52.94% 64.71% 64.71% 70.59% 58.82% 58.82%
混合 1,3,5,7 82.35% 70.59% 82.35% 76.47% 58.82% 58.82% 70.59% 70.59%
混合 1,2,3,4,5,6,7,8 64.71% 76.47% 58.82% 52.94% 35.29% 52.94% 58.82% 58.82%

表 8: 新聞記事とアンケートデータを学習データとしてアンケートデータをテストデータとした実験（80%以上一致）
種類 素性 毎日新聞 読売新聞 日経新聞 全新聞社

SVM ME SVM ME SVM ME SVM ME
実験A 1,3,5,7 82.35% 76.47% 70.59% 94.12% 82.35% 70.59% 64.71% 76.47%
実験A 1,2,3,4,5,6,7,8 88.24% 76.47% 58.82% 70.59% 82.35% 88.24% 88.24% 64.71%
実験 B 1,3,5,7 94.12% 88.24% 88.24% 88.24% 70.59% 88.24% 94.12% 88.24%
実験 B 1,2,3,4,5,6,7,8 94.12% 82.35% 88.24% 88.24% 94.12% 82.35% 94.12% 88.24%
実験 C 1,3,5,7 76.47% 76.47% 88.24% 76.47% 82.35% 94.12% 88.24% 88.24%
実験 C 1,2,3,4,5,6,7,8 76.47% 82.35% 70.59% 76.47% 82.35% 88.24% 64.71% 70.59%
混合 1,3,5,7 88.24% 88.24% 76.47% 88.24% 70.59% 70.59% 76.47% 76.47%
混合 1,2,3,4,5,6,7,8 47.06% 82.35% 70.59% 58.82% 58.82% 82.35% 52.94% 64.71%

4 おわりに

本稿では，機械学習を利用した重要度に関する研究
を行った．新聞記事での実験により， 1記事を与えて 1
面記事かどうかを特定するよりも， 2記事を与えてそ
のどちらが 1面記事かどうかを特定する方が簡単であ
ることがわかった．また，実験 A,B,Cと行ったが， 1
面トップ記事かそれ以外の面の記事かを特定する実験
Bが最も高い精度をあげることがわかった．
被験者を利用した実験では，被験者の一致率が高い

記事ペア (一致率 80%以上)については， 94%と高い
精度で重要記事を特定できた．また，そのような記事
ペアは新聞記事だけからでも， 88%と高い精度で重要
記事を特定できた．このことは，新聞データが，被験
者データの代用としてもある程度利用できることを意
味する．
今後はアンケートデータの分析 [6]も行いたいと考え

ている．例えば，テキストマイニングシステム
Simpleminer[7]を用いると，「ライブドア」の重要度
が低く，「年金」の重要度が高いという結果を得た．
ここでは重要と被験者が判断した記事のタイトルに
偏って多く出現したものを重要度が高いとしている．
アンケートを 2007年 11月に実施したため，今はほと
んどの人が「ライブドア」事件に興味がなく，年金
問題に興味があることがわかった．また，「殺人，死
亡，病院，保険，金融，与党，改革，天下り」の重要
度も高いこと，「選挙，工事，談合，野球」の重要度
が低いこともわかった．この種のアンケート分析につ
いても今後機会があれば詳しく議論したいと考えてい
る．

謝辞: 本研究は科研費 (19700154)の助成を受けたもの
である．
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